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川崎市の上総層群飯室層（下部更新統〉産

アシカ科動物化石について
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Early Pleistocene Otariidae from Iimuro Formation 

Kawasaki, Kanagawa Prefecture, Japan. 

Akihiro KOIZUMI 

Abstract 

This paper describ巴spostcranial bones of fossil Eumetoρias and Zaloρhus. The 

former is called the Iimuro specim巴nand the latter are called Tamagawa A. B. C. 

specimens. All specimens have be巴ncollected from the Lower Pleistcene, Iimuro for・m-

ation in kawasaki city, Kanagawa Prefecture, Japan. The g巴ologicalof fossil bearing 

horizon about 1. 1～1. 36 Ma, was obtained by coccolith biostratigraphy (Saito, 1987). 

The length of the Iimuro specimens are comparable to, but width of each specimen 

is more slenber than adult female of the recent Eumetoρias. Hum巴riof Tamagawa 

B and C specimen are distinguish巴dfrom those of recent sp巴ciesby lateral supracon-

clylar ridge thinner and strongly巴xtendedto caudolateral. These character are similヨr

to r巴centCalloァhinus. 

The present study suggests that Zaloρh us already arisecl in middlle early Pleistocene 

western parts of the Pacific ocean. 

1. はじめに

川崎市多摩区と東京都狛江市との聞を流れる多摩川の河床及び， この約2伽南西の川崎市多

摩区生田緑地公園付近の丘陵地には，下ifll~ど新統上総照群飯室層（岡ほか， 1984〕が広く分布 し，

日甫乳類（アシカ ・シカ ・イルカ〉・鳥類 ・硬骨魚類 ・軟骨魚類などの脊椎動物化石（小泉， 1985),

ウニ，カ ニ，貝類，メタセコイア ・オオパタグノレミなどの植物など多様な化石を産出する。最

近3 山形大学岡田尚武教授により飯室層を含む横浜一多摩地域に 発達する上総層群の石灰質ナ

ンノ化石年代の一部が明らかになった（斉藤＇ 1988〕。これに層序の資料を加味すると，飯室層

の年代はおよそ 1.2Ma前後と考えられる。

化石産：J:J眉準の微化石年代 （佐藤ほか， 1988など〉 を考慮した， 日木の前期更新｜立における

アシカ卒｜化石は， 飯室居の他には， %Ji1f.J県魚沼周群I宮下fr［）累層産 Eumetoρiasoj iyaensis 
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図1 多摩丘陵北縁部における飯質層の主な脊椎動物化石の産出地点および産出層準を示す柱状図。小
泉（1985〕の図 1・3にもとずく 1～3：柱状図の位置〔1：アシカ科化石産出地点，2：その他

の主な脊推動物化石の産出地点〕， 4：；高津層， 5：飯室層， 6：王禅寺層， 7・8・15：鍵テフラ，
9：泥岩， 10：砂質泥岩，11；泥質砂岩，12：砂岩，13：泥岩勝ち砂泥互層， 14：砂およびシノレ

トの薄層， 16：脊推動物化石産出層準〔上波線は上位層との傾斜不整合）， 17：ガラス質火山灰，
18：軽石， 19：スコリア， 20：材木片， 21：生痕を充填するガラス質火山灰．

HoRIKAWAの犬歯・ 頬歯や四肢骨（堀）If,1981）， 石川県大桑層上部産 Eumetopiassp.の下顎

骨 KAsENO,1951, MITCHELL, 1968）と，千葉県梅ヶ瀬層産Oriensarctoswatasei〔MATSUMOTO〕

の上顎骨〔松本， 1925,M1TCHELL, 1968, REPENNIG and TEDFORD, 1977）の報告がある。飯室層か

らは合計 6標本（マリンマンマノレグループ鰭脚類班， 1985，小泉， 1988）が知られし、るが， 記

載報告はなされていなかったO 後期鮮新世～前期更新世はアシカ居・トド属などのアシカ科現

生属が出現した時期にあたる（REPENNINGand TEDFORD, 1977）。当時の北西太平洋における鰭

脚類相やその進化過程を理解する上で， 多数産出している飯室層産のものは重要で、あるため，

1981～1983年にかけて飯室層から採集された標本（表 1）について， 断片的な資料ではあるが

記載報告して今後の研究の手がかりとしたい。飯室層産の鰭脚類以外の脊椎動物化石の詳細に

ついては，別稿にゆずる。
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図2 多摩川傑木産出地点を右岸側からみた遠景 矢印に鍵テフラ Nk• Ykの位置，x印にアシカ属
化石の産出地点〔左手より P2,P3, P4〕．
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図3 多摩丘陵東部における上総層群の地質図および図1・表1に示した脊椎動物化石の産出地点 小
泉（1985〕の第2図を一部改変。 P;PINNIPEDIA, C; CETACEA, D '. Delphinidae, N; Cer-
vinae, A ; AVES. 
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2. 地形地質概要及び化石産出地点の層序

アシカ科動物化石の産出地点（図 1）は， 川崎市多摩区と東京都狛江市との間を流れる多摩

川の小田急小田原線鉄橋の下流0.5kmにある取水堰下の河床〔図2〕と，多摩川低地を隔ててこ

の南西2仰の川崎市多摩区桝形及び、東生田， 生田緑地公園のある通称飯室谷付近の丘陵地であ

る。この付近の地質は， 下部更新統の上総層群飯室層が丘陵下半部に基盤として露出する。こ

れを不整合に覆い，上位に多摩IIローム層〔岡ほか， 1984）以上のローム層をのせ， 多摩E面
を構成する中部更新統の海成段丘堆積物，相模層群オシ沼層が，標高約50～60mに分布する。

飯室層を中心とする上総層群の柱状図及び位置図を図 1に，上総層群の地質図を図3に示す。

飯室層を含む多摩丘陵上総層群の層序については大塚 (1932）以来， 多くの研究がある（岡

ほか， 1984など〉。図3は小泉 (1985）にその後の資料を加えて修正したもので，ここでは，三

角川成の堆積相を示す部分の生田層の一部（機質砂層部〉＠出店層 ・連光寺層の一部を一括して，

稲城層に含めた。残りの生困層（砂勝ち細互層部〉は王禅寺層に含めた。

飯室谷の飯室層は， 下位の砂勝ち砂泥互層からなる王禅寺層から整合漸移し， 上位の泥勝ち

砂泥互層からなる高津層へ整合漸移する？ 層厚約70mの生物撹乱の著しい塊状無層理の砂質泥

岩層を主体とする。下位より， Np（登戸パミス：岡ほか， 1984）から Is（飯室スコリア；小泉

1985）まで10枚のテフラが認められる（図1）。その内， Yk（雪ケ坂タフ；河井， 1955）から求

めた走行傾斜はN27°E3° S Eを示す。トド属化石（Pl）は， Nk （西久保タフ：河井， 1955）の

約l2m上位から産出した。なお小泉 (1985）では Yk=Nkとしていたが，その後の調査により

上記のように訂正した。

表 l 飯室泥岩層産出の脊椎動物化石

no 分類 ／文献 部位 発見年月 探集者 保管場所

Cl CETACEA ① 肋骨片 '74 小泉明治 償国大
C2 CETACEA ① 肩甲骨片 '81 益田れいじ 益田れいじ
Dl SJ&D&l」且 sp ⑤ 頭骨 '75. 8 小泉明硲 国科博
D2 Delphinidae ① 椎体骨端円盤 ’75 小泉明裕 横国大
D3 Delphinidae ① 前位肋骨片 '81 益田れいじ 益田れいじ
Pl !LU_!!!_E_t旦且旦ESP② 右前肢 ’8 1. 7 小泉明裕 横国大
P2 包lJJJJti__l]_'lSP ② 腰，イ山，尾椎左右寛骨 '82.8.30 小泉明裕 横国大
P3 包包旦包ESP ② 左上腕肩甲骨 '82. 9 19 小泉明裕 横国大
P4 包IDjl_hll_03 SP. ② 左上腕肩甲骨 ！日33. 5 小泉明硲 積国大
P5 ~IJ_Jll~lD』li!~ sp.③ 上腕肩甲大腿腔骨ほか '84 川崎科学館ほか Ill崎科学館
P6 包lfilihp_ss P③④  頭骨片？歯？肋骨 '84 川崎科学館ほか ）｜｜崎科学舘
Nl Cervus sp ① 腰椎 小泉明裕 横国大
N2 Qg也監 SP ① 左大腿腔！左右中足。基節末節骨 . 77 小泉明裕 横国大
Al AVES ① 烏口骨 小泉明裕 横国大
A2 AVES ① 足根中足骨 小泉明俗 横国大

文献 ①未報告，②本報告，③マ＇）河川lレゲル7'鰭脚類班I1985），④大沢I19871，⑤小泉（1988 I 

多摩川河床に露出する飯室層は， 生物置乱の著しい塊状無層理の砂質泥岩層を主とし， ほぼ

北東一南西走行で南東に2.5度ほど傾斜する層厚lQcmのガラス質（粗粒ミガキズナ状〉火山灰層

をはさみ， この下位3mには粗粒軽石密集帯， さらに Im下位には層厚5cmの白色火山灰層を

挟在する。これらのテフラは， 岩相， 鉱物組成とそれらの組合せからみて，上位より Nk,Ip 

（飯室パミス；小泉， 1985),Ykに対比される。アシカ属化石（P2,P3, P4）は3 この Nkテフ

ラの約3m上位から産出した。アシカ属化石層準の 4m下位では， 走行方向lQm以内からイル

カ類頭骨化石（Dl），椎体骨端（D2）と前位肋骨片（D3）が発見されている。アシカ化石と同じ
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表 2 多摩川河床飯室層産貝化石 リスト

層準 下 中 上
種名 岩相 s/si 和名

GASTOROPODA 
包辿迎E包足並ll旦 。 キサゴゼ
Suchium suchience subschience ． サTスウチキサプ
Homalopoma sp. ⑤ ザンショウIJ'イ属
Turritella nipponica 。 工リwキリかイ？？シ
Onustus exutus 。 キ1担..!fh ..イ
Polinices包包！1止包包2 。 ウfl'マタマッjドキ力。イ
也盟旦主主 sp. 。。。mかイ！覆
C「yptonaticaJ釦sostomoides 。。 工リ7マかイ
Tanna leteostoma 。。 。ャ＇~1Dh..ィ
'J'.Qnrlli sp. 。
包阻旦盟盟E皇 。 7カニシ
民主弘主sp. 。 レイツかイj冨
Phos senticosus 。 トクザ！γィ
Babylonia旦辺厄旦 。 ｝＼＂イ
Volutharpa巴立主 。 モスリかイ
Golikovia fukueae 。。。ユウピ工リーポう
Zeuxis squinjoreusis 。． 。／＼ナムシ日力。イ
担足型Esp. 。 十力。ニシ属

也且.＠笠区足並 。 J/J"°ウポう
Sydaphera spengleriana 。 。 1日そかイ
Unedogemmula盟国E 。 市ンカリYネIh..イ

SCAPHOPODA 
Fissidentalium vernedei 。 司W1!h.. 1 
Dentalium octangulatum 。 ヤ力トーヴj力、‘イ

PELECYPODA 
Aci l la di varicata 。。オオキう7h＇＇ィ
Sacce l la confusa 。 ゲン口クリデ力、、イ

Scapharca subcrenata 。 す！W'ウヵーイ
日l:tc:tmerisalbolineata 。 へ..＇）ケイかイ

~~~~~~8spectabilis 。 キすかイモトーキ
sp. 。。。ヒ！＼＇1）γィ属

位旦担主 pectinata品盟且旦 。。 タイう午、

Mithuhopecten cf. yessoensis 。 。 ホタ子力、、イ

Mithuhopecten tokyoensis 。 。 トウキョウホタテ
加omiachinensis ナミマh'"yヮヵーイ
Crassosterea巴E鐙 マ力。キ

C:tclicardia ferrugin巴a 。 ク日：m7ミかイ
Cyclodicama型E旦ill 。 :;;tザマザイ
Venus foveolata 。 ピjスかイモトボキ
Lucinoma acutilineata m制点イモドキ
Dosinorbis cf.troscheli 。． マJ~tナγ ィ

包血込 cf.schnr 11 iana 。。。;t;t;l.ゲレかイ
Clementia papyracea ． ． ． 7;l.マかイ
Mactorinula dolabrata 。。 リリPママ村山イ
Macoma cf. praetexta 。 。UH/J＼十かイ
Cultellus otsukai ． ． ． オオツカユキ17シタ
担盟主込盟旦旦 。。ナミγィ
Peliproma otohimea巴 。 リュウグウ／＼］＂ロモrィ
Cus2idaria sp. 。 。ツャクシヵーィ属
e : abundant @ : common o : rare 注1）産出頻度；

2）層準
3）岩本目

下：Yk～lp17う間， 中：Nkr7う上位3～4m,上：Nkテ7う上位8～9m
s/si：砂質シルト岩， si/s：シル ト質砂岩

49 
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表3 憤浜多摩地域土JC.庖併j藍ナンノ化石群
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図4 多摩丘陵上総層｛f'fの層序と石灰質ナンノ化石からみた年代〔試案〕 女印 ：斉藤〔1988）による石
灰質ナンノ化石分析層準（番号は表3と対応する〕，女印：アシカ科化石産出層準．① ：岡田〔1987〕

の石灰質ブンノ化石群集帯，② ：矢野口～八王子ノレート ，③ ：溝ノ口～町田ノレート， ④ ：磯子～

西谷ノレート， ⑤ ：杉田～岩瀬ノレート，＠ ：富岡～金沢文庫ノレート， HA：浜層， NZ：中里！冨 KO

：小柴層，OF；大船層，NJ：野島層，UG：非Ii郷層，KM：上星川層，TK：高津層，IM：飯室
層， oz：：王禅寺層，KK：柿生層，TR：鶴川層，IG：稲主it層，RE：連光寺層， HY：平山層，
OY：大矢部層
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層準からは他lに鳥類の烏口骨など（Al,A2）が，上位層準からは大型鯨類の肩甲’骨片（Cl）が， 更

に上位からは陸生であるシカ類の服椛 （Nl）が産出した。これらの 産出層準は大塚 (1932〕の

飯室砂質泥岩層，または岡ほか (1984）の飯室層の中部に当たる。

3. 随伴化石と堆積環境

51 

飯室層から産出した川11乳類、化石及ひや鳥類化石（表 1）の産出地点および産出層準を図1・3に

示す。 貝類化石からみた飯室層の椎積環境は，外洋水の影響をある程度受けた内湾の上部浅海

幣と椎定されている （正岡，1975）。産出地点は当時の三角州の前面沖合いにあった（たとえば

菊池，1984）と考えられている。多摩川河床に分布する飯室層の貝類化石群集について， 産出

層準の確認のための調査にともない， 4層準に分けて調べた結果を表2に示す。岩相変化にと

もない，優勢種は下位より，①Yk-Ip層準の淘汰不良の砂質泥岩：Cultellus-Lucino ma-Su-

chi um，②Nk上位3 4mのアシカ化石を産した淘汰の良い砂質シルト岩：Cultellus-Cle-

mentia, Ci)Nk上位915mの泥質砂岩：CultellusDosinia，④Nk上位2530mのシル ト岩：

Periρlamα となる。 ①ではマガキ片や多くの材化石を伴い，陸水の影響が強い。①～①では

Cultellusが圧間的に多い。④では貝化石の産出はほとんど希になる。多摩川河床の飯室層は，

上位ほどより沖合いに位置するようになったと考えられる。

4. 飯室層の年代

飯室層自体からいままでに年代測定された報告はなく ，火山灰鍵層により飯室層を含む多摩

丘陵の上総層群全体が，横浜南部の上総層群小柴層を介して， 古地磁気，微化石膳序の確立し

ている房総半島の上総層群国本層～栴が慨層に対比される 〈三梨 ・菊池，1982）ことから，飯

室層の年代はO.SMa前後に考えられてきた （例えば，菊池1987）。しかし，’86-'87年度の海生日甫

Pl P2 震予3

fゃっ不；；
3’ 
'_¥) 

田弘
N 

品。
~ cm 

図5 アシカ科化石の産状 Pl：飯室標本，P2：；多摩川A標本，P3：多摩川B標本，P4：；多摩川C標

本，縮尺－ 方位は共通．
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1a 

図7 上腕骨. 1：飯室標本〔右〕，2：；多摩川B標本（左〕，3：；多摩川C標本〔左〉， (a：後側面，b:

外側面，c：前面，d：内側面〉 x 0. 43 
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1c 

1d 

図8 飯室標本（右〕. 1：桟骨， 2：尺骨（a：前面， b：内側面，c：外側面，d：後面〕

×0. 4 
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乳類総合研究 （文部省科研費〉の｜努に3 横浜 多摩地域の上総層群から筆者の採集した4層準

の試料について，石灰質ナンノ化石分析が行われた （斉藤，1988）。また，本報告の多摩川河床

のアシカ科産出層準の 1試料 （no.1）についても， 山形大学岡田尚武教授による分析結果が得

られ，飯室層は岡田 (1987）による第四紀の ナンノ化石群集帯のF帯 （1.1～1. 36Ma）に入る

（表3）。その中でも万elicosρhaeraselliiがみられないことからすれば 1.1～1.2Ma tこ相当

するが， 岡田教授によれば H.selliiは浅海域では含まれていないことがある（斎藤教授私信〉

ため， F帯全体とし，年代を限定しない方が無難であるという。つまり，F帯にはいるこれら

5層準の位置の層序上の位置閃係を考え合わせると，本報告のアシカ科化石産出層準は，1.2Ma

より古くなる可能性も残されている（図4）。なお房総半島の上総層群でこの年代に相当するの

は， アシカ科化石産出力、記録され始める梅がi瀬層（約O.8 9Ma）より古い，黄和田層上部であ

る 〈佐藤ほか， 1988）。包含層の年代論の詳細については，従来の見解と具なるため重要な問題

を含んでいるが，本論の目的とするところではないのでここでは省略する。

5. アシカ科動物化石の産状

今回報告する飯室（Pl）標本，多摩川 A(P2〕・B(P3〕・C(P4）標本の産状を図5に示す。

Plは右前肢であり，発見時に肩甲骨と上腕骨の断面が露出していた。肩甲骨から手根骨まで

は現位置に近い状態で3 訂13点がおよそ30×70c加の範囲にJ輩出した。肩甲骨から桃 ・尺骨まで

は背面を上， 月状 船状骨は主主側を上にし，その聞に小菱形骨などがあった。産I±＼地点は上位

のオγ沼砂際j冒との不整合面に近く ，露頭全体の風化が進んでおり、化石骨自体はかなり脆〈，

豆腐程度の硬さであるのに対し，その表面の多くは褐鉄鉱に部く磁われて回結していた。

P2は，渇水時には乾く河床の岩盤の水流で削られた表面に，腹部の計9点の化石骨が，一部

顔を出した状態で発見された。このため，母岩は褐鉄鉱と方解石が品出して脆くなっていたが，

骨自体の脱灰は進んでおらず硬い。若年個体のため，脊椎の骨Y:filはすべて遊離しており，遊／1lff'

した骨端円盤は，化石骨のまとまって産した範囲の Im西から，l個だけ得られた。

P3は， P2の北東側（走行方向〉へおよそnomのところから 3 l対の左肩甲 ・上腕骨がとな
りあって産出した。 P3の上腕骨は内側半分を流水による浸食により欠くが，残された部分の

表面にほとんど陪耗はみられない。

55 

P4は， P2の北東へおよそ80mのところから，1対の左肩甲 ・上腕骨が重なりあって産出した。

両者とも突出部は地積以前の熔耗により，かな り海綿質が露出している。

6.記載

主要部位について記載する。なお今回報告する標本は，神奈川県立博物館に収蔵する。

Family Otariidae Gill, 1866 

Genus Eumetoρias Gill, 1866 

Eumetoρias sp. 

1) 飯室標本：右肩甲骨 （Pl-L KPMG-7903，図51，図61，図12-c）間接鼠と後角を含む，

後縁と平行に幅4c躍が保存されている。外側からみた後縁の輪郭はその中央で緩く ，背 腹端で

強く頭方に対して凸湾する。後縁中央の平坦面は垂直に向く。線下笛の後部の小円筋付着面は

前後にl随狭い。
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3 

4 

6 

図10 多摩川B標本（左），1：第1腰椎，2：第3腰椎， 3：第4腰椎，4：第5腰椎，5：仙椎，6：尾椎，

7：左寛骨， 8：右究骨.(1～4：前面，5～6：右側面，7：外側面，B；内側面〉 x 0. 66 
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右上腕骨 （Pl-2,KPMG-7904，図5-2，区171）遠位の半分が保存されている。大結節稜は骨休

から前方へまっすぐ突き出すが，その遠仇刈，jは’自軸より仁j:ij/¥'Jの高さでやや外側に偏る。三角筋粗

面の外似I）縁は破損してd!Hli：質が 露出しているが， 保存される部分からみて外側）1向への突出は

大きい。外側上穎～外似｜！上頼稜にかけては外縁部の輪車llは破損によりやや後退している。その稜

は前後に比較的薄L、。 IHiiJ［自は広し、o m’！IIT而内側上縁部の輪郭は下方に幅 ・長さとも10nunほど
湾入する。日｜羽lj値を表5-41こ示す。

右構骨 （Pl3, KPMG-7905，図53，図8-1)j§~骨頭と’骨体「1~央の一部の前1J、｜！半を欠くほかは

ほぼ完全である。 遠位の骨封Iiiの癒合は不完全で，癒合面の後半は聞いて，泥が詰まっている。骨

体の後面の輪郭は凸に強く湾曲する。手根l刻tfi'j面の輪郭は厚さの吉Jjに前後にやや短い。計測値を

表5-5に示す。

右尺骨 （Pl-4司 KPMG-7906，図5-4，図82）遠位の骨川iは遊離しており，未発凡である。 t:I凶

骨との｜共l宣i'i面より近位外側面の輪郭の一行IIを欠く以外はかなり完全である。全体的にほっそり

していて，肘頭頚部から骨体仁1-1央にかけての後半部は非常に部くなっている。計測値を表5-6vこ

示す。

このほか三角骨 （Pl5, KPMG-7907）， 月状 船状骨（Pl-6 KPMG 7908），小菱形骨 （Pl-

7, KPMG-7909）， 有頭’自’（Pl8, KPMG-7910），第1・3・4中手骨 （Pl-9・11・10・KPMG-

7911・7912・7913）が産出した。

Genus Zaloρhus Gill, 1866 

Zaloρhus sp. 

2) 多摩川A標本， 第1腰椎 （P2L KPMG-7914，図9，図10-1)前後の骨端がはす＇A'Lており，

左側の！日J骨突起を欠くほかは， ほぼ完全である。椎体は背側のやや平坦な横長の楕円形で，前

後の縫合聞にはは八の字形の潜がある。 IJJJ骨突起は椎休の上から約%の位置から水平方向に斜

め前方に突出する。赫突起は後方に倒h，その上縁前端は村主体後i'iffii付近にくる。

第3腰椎（P22, KPMG-7915，図9，図102〕前後の骨端がはずれており，左側の前関節突起

を一部欠くほかは， ほぼ完全であるa Hf；体は背側にやや平らな横長の5辺形で，前後の縫合面

にはは八の字形の潜がある。 肋骨突起は11t休の上から約73の位置から斜め前下方にに突出する。

赫突起は後方に倒れる。

第4腰椎 （P2-3,KPMG-7916，図9，図19ーの 前後の骨端がはずれており，左側の前関節突起

を一部欠くほかは，ほぼ完全である。後｛＇，flの骨端円盤は背側の%を欠く。椎体は横長の丸みを

帯びた 5辺形で， 前後の縫合面にはは八の字形の潜がある。 肋骨突起は椎体の上から約%の位

置から斜め前下方にに突出する。車車突起は後方に倒れる。

第5腰椎（P2-4,KPMG-7917，図9，図10-4）前後の骨端がはずれており，右側の肋骨突起を

一部欠くほかは， ほぼ完全である。維体は横長の楕円形で，前後の縫合面にはは八の字の溝が

ある。肋骨突起は椎体の上から約%の位置から斜め前下方にに突出する。 車車突出は後方に倒れ

る。計測｛直を表4に示す。

仙骨 （P25, KPMG-7918，図9，図10-5）前後の骨端がはずれているが，ほぼ完全である。

3個の推体から構成される。 耳状面は一対である。側方からみて仙骨翼は背側に凸に湾曲する。

第1と第2事Ii突起の聞は，化骨が進んでおり，消・らかに連なる。計測値を表51に示す。

第1尾椎（P26, KPMG-7919，図9，図106）前後の骨端がはずれているが，ほぼ完全である。

椎体部の前後長26.5凹， 最大幅30.2nun，最大高32.7皿。
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左寛骨（P2-7,KPMG-7920，図9，図10-7）・右寛骨（P28, KPMG-7921，図9，図10-8）変形

もなくほぼ完全だが，左腸骨は，右に比べて官／［結節を含む前縁から 7皿ほどが欠損している。右

坐骨の中央腹側と後縁の一部を欠く 。 内外方向からみた輪郭は前後に細長く， 坐 ・恥骨側の最

大11屈は全長の約>iである。腸骨ヵ、外方に，坐 ・恥骨の後半が内方に折れ曲がるため，背面からみ

て右寛骨はS字型を呈する。 ）場骨や｜卜は，後背似I）～前腹側に延ばされ偏平であり，その断面は長径

が短径の 3倍程度の長楕円形である。）揚骨粗直iの腸骨体中央から後背側にかけてなだらかに凹

み，イ日｜骨の耳状面と仙骨粗聞との境界に対応する後で2分される。坐骨枝は，内外方向からみて

背側に凸に湾曲する。その断面は，閉鎖孔の前半は丸みを帯びた三角形で，左寛骨では時計回り

に内側にねじれながら，後半では内外方向に偏平になり，坐骨板に連なる。恥骨校は覧骨日後縁

から2omm後ろで 7 ～ 8 度内側に折れ l~l がる。その 11)r面は後ろ側ほど内側に偏平な楕円形になる 。

恥骨の後端はやや肥厚して粗面となっている。寛骨臼は前後にやや長いがほぼ円形で，寛骨全長

の前から%のところに位置する。寛骨臼切炭は幅狭い。寛骨臼窟は後側が底辺の 2等辺3角形を

呈する。閉鎖孔は，前後に長く後半がj広大する雨滴型である。計測値を表52に示す。

3) 多摩川B標本， 左肩甲骨 （P3l, KPMG 7922，図62，図12a・b）前縁腹側の－ff日，関節
宮内側半を欠く以外は，ほぼ完全である。腺上向 ・1束下街を背腹方向に走る隆起の問の lllllil以下

の薄L、部分は，堆積時には既に失われていた。全体の輪王IIは扇形で，背縁の輪郭は外側からみ

て背側に凸で、背側からみて外側に凸に湾出lする。後角より約8阻までは縫合結合で骨端が付

着し、 この前方の背縁は肩年Iir¥k骨の十i着する粗面をなす。前縁は全体的に頭方に対して凸湾す

る。後縁は内外方向からみて3 大円筋付着回JJR:側端よりj盟側の輪郭は，尾方に対して凹湾する。

後縁中央は幅18皿強の平面で， その1Jづ唇と外唇は稜をなす。関節富腹縁から80聞の所で，外側

Jgの稜は腹縁内側に向けて，分岐する。 この稜の腹側は深くえぐれる。背面では，l凍J二筒の中

央やや前よりに線上筒外側稜が発達する 0 nw下向の後縁には赫下高外側筋線が発達し， その後
側に連続する小円筋付着面は幅広い。JJJJ骨面では肩甲下笥は，背腹方向に走る隆起により4つ

の長精円形の窪みに分か;/c, 背面の肩甲問に対応する部分ヵ、最も窪んでいる。 このやや前側に

は肩甲下宮中央稜が，背仮｜！縁からヰlうたにむけて腹側縁からsommの所まで次第に弱ま りながら発
達する。肩甲練は，肩甲頚では前緑、よ り%の所に位置する。前後からみた赫の輪郭は直線的で，

肩甲1凍結節の所で緩やかに折れrJL1tJ ＇.、 る。 IL~)Ji]方向からみて全体として尾方に緩く傾く 。肩11除は

腹側に突き出し，その後側唇は後内方に張り出す。 なお，肩峰面上の！国側端から背側に向けて

15,55, 70, 105皿のところには、恐らくサメなどによる，堆積以前にできた前後方向に例lびた幅

4～10皿の溝がある。計狽lj値を表53に示す。

左上腕骨 〔P3-2,KPMG 7923，図72，図144）内側半分を流水による浸食により欠くが，残

された部分の表面にほとんど磨耗はみられない。上腕骨頚は明瞭で， 骨対I~忠良は消失している。大

結節は骨軸の方向に伸び，骨休中央の三角筋i'ILOOで最も幅広い。稜の前外縁は外～外後方に大

きく張り出し， その表面は著しいtfl面をなす。 上腕骨泊草は前後にやや長し、。外~l!J上頼は外側

上穎陵を底辺とする丸みを帯びた三角形をなし， 滑車外側縁より 7凹ほど外方へ突き出す。外

仮~上頼稜は滑車の 2 倍の高さ（遠位出よ り 7 cm）で角ばり，後外方に張り出す鋭い稜をなす。

肘頭自は広く ， 前方へ凸に湾曲する。 鈎突；＼~； は浅く，不明瞭である。計測値を表 5 4に示す。

4) 多摩川C標本，左肩甲骨 （P4-l,KPMG-7924，図63）問節高を含むJJR:側の－f'illで、ある。

背側端は堆積以前の破断面で， 関節誌の回りと共に，磨耗して広く海綿質が露出している。肩甲

赫は腹縁から28阻まで保存されている。 JJ)J骨面では肩甲下宿j中央稜に連なる隆起が復縁より約

50聞からみられる。関節寓長50mm，関節；官：，幅4011l1Il。

59 



60 小泉 ：JI[崎市の上総層群飯室屑 〔下部更新統）産アシカ科動物化石について

a b 

引
制
日
c

hι
川

ω
d

1 0 

e cm 

図11 仙椎・寛骨の計測位置と克背外側面の比較図 （a:Eumetopias jubata, b: ：多摩川A標本，c:Za-
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図13 上腕骨 ・校骨 ・尺骨の計測位置．

2 3 4 5 6 7 8 9 

図14 上腕骨の比較図 〔左外側面，ただし No.8は左右反転して示す）.1 : Eumetopias jubata〔雄成
獣）， 2 : E. jubata （雌成獣）， 3 : ＇多摩川C標本，4：多摩川B標本，5: Zalophus califolnia河川
（雄成獣， Matsumoto,1926〕， 6: Z. califolnianus M3880〔雄〕， 7: Callorhinus ursiuns（雌成獣〉
8 : C. ursinus （雄成獣〕， 9: Thalassoleon inexicanus UCR15254 （雄〕

左上腕骨（P4-2,KPMG 7925，図7-3，図14ーのほぼ完全であるが，骨頭の上腕骨頚の上位の

幅15IIllllや滑車の周囲，大結節上端など突出する部分の大半は磨耗して海綿質が露出している。肩

甲骨と折り重なって産出したため，肩甲骨の関節宮の前外側縁の一部が，t腕骨後内側に内方向

に伸び、たレンズ：犬に癒着して，圧密により骨体に亀裂を生じていた。全体の輪郭ほ前からみて繭

型で，最大幅は近位にある。骨頭は最大近位幅の 7害（強あり，上腕骨頚には骨端線が溝状に残っ

ている。骨頭の上外側面には堆積以前にできた，前後方向に幅01阻， 長さ613IIllllのひっかき傷

がある。後ろからみて，上腕骨頚は骨＇ l1il1に対しでほぼ垂直である。内外方向からみて，骨頭は後
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ややと方へ突き出し， 近位からみると左右にやや偏平で，大結節との聞はくびれて骨頭の上限よ

りやや下がる。大布！？節の最高点は骨頭よりも13剛ほど高い。後外一前内方向に伸びる。大結節

稜は’国’体中央・より縁位側まで付lびる。内外からみた段線は直線をなし， 三角筋組商の下部で後

方に折れ，鈎突笥に漸移する。前からみて稜幅は， 上部でくびれる。 骨体中央部の三角筋粗聞

で稜の前外縁は外後方に大きく張り出して稜r［日も最大になる。大結節稜の前内側縁の突出は弱

い。小結節は骨頭よりも低く， 近位からみて大結節とほぼ平行に後内方にのびる。 小結節稜は

骨体中央部で骨体に漸移する。上腕骨削車は上下にやや偏平である。内側からみて， 内側上頼

の輪郭は前後にやや偏平な楕円で， 市工事縁よ り最大15mm程突出する。 外側上穎の輪郭は上方に
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多摩川A標本の腰椎の計測値

！第 1腰椎 ！第 3腰椎！第4腰椎 ［第 5腰椎 1

I 61.5 I 60.7 I 59.2 : 48+ i 
l 59.5 I 61.2 I 62+ I 62.2 I 
¥ 11 5 i 20.0 l 19+ l 16.5+ ¥ 

表4

1 全長

LL全亘
3 l赫突起長

♂
 

♂ Ca 

口]_i_
: 46 
l 28. 5 
LJ1 
j__]_1 

二 一L__1§
55 i 4 7 
(82.5) : 82 

♂ 1 Za 

l 109 
l 5 2. 7 
L__1§. 5 
: 31 
l 30 

計測値の比較

♂ 1 Eu 

はl_O_
LJjl_ 
: 5 5 
U_5_.5 

L旦
L__l2 
: 9 7 
l (180) 

表5

i 5 -1 仙椎 i TA 

「ll全長 : 12 0 
2 ：近位端最大幅 : 5 7 + 
I 3 ：耳状面後縁幅 I 31. 5 
: 4 i第2第 3椎体間幅 I 3 5. 1 
: 5 ：前関節突起幅 : 31. 3 
: 6 ：遠位端幅 l 2 9. 5 
: 7 ：全高 I 49. 7 
l 8 ：仙骨長（前後の骨端を除く長さ） l ( 9 5) 

寛管長 213 206+7 324+ I 183 i 183 
2 I腸骨長 I 84. 5 80+7 : 145 i 66 I 80 
3 腸骨最大幅 : 36.7 ! 32.6+1 11 I 39.4 I 33 
4 腸骨体最小幅 29.0 28.4 : 52 : 27 : 2 6. 5 

5 腸骨下部幅 : 34. 5 34.5 i 67 : 29.7 I 33 
6 I仙結節の厚さ 7. 6 : 18. 5 I 8. 2 : 7 
7 寛骨日目IJ後径 33.0 34.6 50 : 29.6 : 29 
寛骨臼背腹径 31. 8 31.8 I 51 I 27.4 I 26.5 
座骨最小高 10 30 ! 15 

10 座骨帽 11 I 12. 5 11 日 I 12. 5 
11 ：恥骨最小高 13 12.5 I 19 ! 11 7.5 
12 恥骨幅 8 7.9 I 11 7 I 1 o. 5 
13 I閉鎖孔最大別後径 I 79 79 I 102.5 : 65 ! 63 
I 14 I閉鎖孔背腹径 32 32 ! 113 : 27 ! 26. 1 I 
15 恥一座骨間背腹径 54 ! 53. 7 91 ! 52 I 51 
I J6 座骨板長 23.5 22.8 [ 49 ! 29 I 21. 5 ! 
17 震骨目前縁関幅 69 125 ! 65 I 6) 

18 仙骨第2線～寛骨腹側突起 81 130土： 76 I 75 
19 1 5 / 1 0.25 0.25 0. 28 : 0. 28 ! 0. 28 I 

I TA♂，R ~ TA♂，L I Eud', L ! Za♂，L l Ca♂，L ! 

Q. 44 I 0. 36 j 0. 44 l Q ・ 39 I l
 

nHU
 

，A
せ

．
 

ハ
Hυ

寛骨

I 20 I 2 / 1 

: 5 -2 
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5 ~l 肩甲骨 I I ~’ 
TB. L I Eu♂， L ! Eu♀＇L I h♂L口：卜u；川: 

「寸寸全長 「－258+ 356 ± 292 178 
2 : j育刷版最（肩大甲長鰍 一 238 314 255 l~~ 
3 I背縁長周 に垂直に） トー 302+ 342 313 2 
4 I i帝京下容最大幅（肩甲般に垂直に） 128 135 136 108 
5 I l青甲顎最小幅 56 56 86 72 43 
6 ：関節窓長 63 57士 64 43 43 
7 I j胃峰I胃 34.5 57 ± 29 21. 5 22.5 
8 ：後端厚 15 18 23 22 14 10 
（｝ ！大円筋付着面後内縁長 32 34 51 41 37 44 
l Q I小円筋付着間前後幅 26 48 26.5 22 50 15 
II 1州間基
__1_2_JーlQ/J」 一一一 0.22 0.10 o . 09 L_o_i~上一旦」2」

:] 4 上附 山下 山下主了l~~· I Euo' ,LI Eu♀， L I Za 01, '・ ; Ca♂L 
土u才~1L二型車E －」一二一」＿ill_t_-_21Jl__ __ J11__7 ___ J 2__2＿ーし」」庄三士立日二~－－
2_lj;位畳二宣豆豆一一一一一一一一ι －－ J_ 21_?+ __ Jーロ正一一J_llLー＿U_4J)___ l旦L 」」旦
:J：小結節滑車長 ｜一 _I I 1~ 7 I 260 ± 20s I ::H 16J 
4 I骨頭一滑車鞍部長 ｜ ー一一 一寸す「 2l「 261 －寸－212一一丁目21τ64一一－
!LL三開店坦亘亙 一一1－~二一＿u立＋一」」5_LL」ょ12. 一一日l___Lill_じ1~一一一一
位 三4坦王国量主包金箆 」 一一一－L担＋一一」－2J:t 上土仁 」：：l_§__上」1__ L2L _.: 
1_~直也圭一一一一一一一J一 一一ニー」一一 一~LLQQ_ ＿上二ロ－」－j_9＿ 」」L..J
8 ~ ノヘ結節最大直径 [ - I I c 41 I 2s I 2 2 21 
jJJ_l_ j'!.J~'Ll三塁ι且]l[O担星］＝-._B主L笠L」－ι一一一＿ 7 G _ l 2 4 I !l 6 I 7 l ___ u__ 
_l_llj宜主白血去百堂_!f_____ __j __ 4＿ ~ ー－－ －－~一一一一＿__41_4_l」L .1 5 J _UL __ L-31 _ 
i2:r2r<Pタi併15重大前後任 J"1,2 [q  L_ •J+ I 64 I so I J? :13 
立土Tf!!Jf豆＇＿：CJ{ti五三7二Jjr・J ____ _:_ ___ J －~s_ 1 __ 1-E二コユ仁子仁王二二L三r;=-
l__± ___ Jj:i主主去最主主j主｛主 __ j 7_ 1_ 1_ ← ii7一一一－－--:) 7 _ _l__Jl土一一一り ー＿＿＿(5_4_L __ L_§_2_ 
」l_l_j引き竺卑量生長丘一一 一一 一一一一一 一一一一一一 1Q ---J_ ~~2_ 守一一日 一一一色しLl_JJ_
L1i~盟主一也事［号 ,r ;_i~iをJ三一一 一一一一一ー J ＿ ~＇.＞ oI:: . 1 ~J＿ .＇.· ← J~~~ － L :q_ __I __ －~ － t _2 2 
l 7 ' ？＂－ 刊lii ，，；＿二 ~l'E刻字 I_ s)・ l :i._8 :. 01 I ?Ii ｜リ ｜リ5 7ι 

一j__8一一二！！！筋tkJ1r-u1~ili；＿ょff:___ 一一ーし：J＿＿ 」一一工一一ー）一一一」 2り _I __ 3 __ LーJ一一一I}2 ___ , 
lg ＇三 列筋後外側面突出自 I lll+ : lG I 1:, . 21Y ll.5 T-1, 6 --1 
; 17／ 川 I o 2川 IJ.22! IJ.2CI :1581 0.481 lった万「

I 5 -5 梼骨 [ lM R i Eu01.L [ Eu~.R [ za01 Llcaci" RI 
全長 I 227 271 : 2 30 165 I 182. 4 

: 2 近位最大幅 ! 37 + 80 I 56 41 42.8 
3 近位最大目lj後径 I 38+ 60 : 4 7 33 33 
4 要員目リ後径 I 28士 40 I 32 I 21 I 21. 8 
5 体中央最小幅 I 18. 2 I 29 22 19 I 16. 5 
6 体中央前後径 I 4 2 3 69 57 37 31. 7 
7 遠（立最大幅 I 41. o 60 44.4 51 49.8 
8 遠位最大前後径 l 66. 5 88 69十 I29 32.4 
9 I手根関節面目tj後幅 I 37. 4 64 49 5 33 3 4. 3 
I 0 I手根関節面厚 I 31 . 5 51 35.7 23 I 26. 6 

尺骨 Eu ♂，L E凶 RIZaci",L Ca♂，R 

全長 325 257 (200) 219 
2 I全長（遠位端除く） I 259 296 222 I 1 so 197.4 
3 I滑車切痕部長 l 42.o I 67 17 I 3 5. 3 I 
4 肘突起部最小別後長 ｜75.0 94 I 76. 0 54 55 
I 5 肘頭顎部最小§tj後長｜ 64.5 80 66.0 45 47 
6 肘頭頭部最小厚 2.0 10 7.9 3 3 
7 肘頭長 I 78.o 1120 78.0 48 50 
8 体中央前後径 I 32目。 ：( 42) 37.0 (21) 26目3

I 9 I遠位最大目tj後径 l 31.5 I 48.5 : 35 5 l 23.5 l 21.2 

注）IM：飯室標本，T多摩川AB・C標本， Eu:．現生 トド，iiは国科f専標本no.J" 'J9，雌は北大標本
no.13358, Za：現生カリHtルニn刈，国科↑専標本M3880, Ca ： 現生キ9t•y トt仁和田標本no.15307.
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連続する稜を底辺とする三角形状で， 外方に滑車縁より 6皿程突出する。外側上穎から骨体の

外側縁に沿って鋭い外側上頼稜が突出し， 三角筋粗而の後ろ側， 近位より%のところで鈍し、後

外縁に移行する。 Jl;-J頭協は底辺と高さが50mrnで後側縁より深さ17聞の丸みを帯びた三角形の凹

湾部をなす。鈎突簡はm・車前面の上部に111w,10醐以下の浅く不明瞭な窪みと してみられる。計測
値を表5-4に示す。

7. 比較・考察

主要な部位について以下の標本と比較し 飯室層産アシカ科化石の形態的特徴について考え

る。トド属，雌成獣（北海道大学所蔵，全身骨格，013358），雄成獣〈国立科学博物館所蔵，全

身骨絡，コンタ〉。アシカ属；カリ フメノンニアアゾカのk1li未成獣 （匡｜立科学博物館所蔵，全身骨

格，M3880），宮城県縄文辿跡産ニホンアシカの雄成以（」二腕骨，文献のみ，MATSUMOTO,1926）。

キタオットセイ属， 雄班！制改 ・雌成獣ほか （京都大学霊長類研究所和凹一雄氏所蔵， 全身骨格，

15703, 15528ほか〕、雌血成獣 （国立科学博物館所蔵，全身骨格，M24725）。タラソレオン属；

Thalassoleon mexicanus (UCR15254，』結成獣，文献のみ，REPENNINGand TEDro:rn, 1977）。

図11～13に計測l位置，表5-1～6に計担IJli!lの比較を示す。

1) 仙骨； 多摩川A松本 （P25）は，共産した寛骨と同一個体とみられるので維のアンカ属

に同定される。 3仙推から構成されエ！：状回は第1仙Hf：に一対ある点から， 4個の惟体から構成

され耳状而が2対あることの多いトド属とは区別できるが，大きさ以外にキタオットセイ属と

は区別できていない。

2) 寛骨， 多摩川A1:¥1！木 （P27, 8）は，恥骨の後！血縁が後腹側にや↓l長しない点や仙骨と 関節

さぜると両恥骨の後腹縁が接近することから，雄と判断される。腸 ・恥骨の腹縁の延長線はほ

ぼ平行で， 全長に対して脇骨が短く ，腸骨粗面が単一であることから， キタオットセイ属 ・ト

ド属とは異なり，プゾカ属に同定される。木標本の特徴は， 現生アj プJに比べて， 坐骨が恥骨

より も細く ，背！直方向につふ、れてl悟狭く ，隊状である,r，＇：（で、ある。

3〕 肩甲骨 ；；飯室標本（Pl〕は，J陳下符後縁部の小円飾付着面が前後に幅狭く，大円筋付着

面が背腹方向に短く， 下角がより腹側に位置することから， トド属に最も類似する。大きさは

現生トド属附成獣に近し、。現生 トド属に比べて，後縁は内外方向に利く ，全体的にきゃしゃで

ある。多摩川B標本（P3）は，疎下？.§；後縁部の小円筋付着面が広く 発注する ことから，アシカ

属に同定される。大きさは現生トト属雌成獣に匹敵する。カ リフォ ルニアアンカと比べて，P3

の特徴は，①背腹方向により長く， ②関節簡の背側の彫りが深〈，③JJ力骨面において背面の赫

下宮外側筋線に対応する位i立の稜の発達が強く，④小円筋付着面の発達がやや悪い点にある。

アシカ科羽生種の祖先とされる中新｜牛後別～鮮現世前期のタラソレオン属 （Repenningand 

Tedford, 1977）の肩甲骨 （図12g）は，現生種に比べると背腹方向に長く ，赫下窟；および小円

筋付着面の発達は最も悪い。すなわちP3の肩甲骨の特徴①と④は3 現生アシカ属よりも原始的

な形質と言えるかも知れない0

4〕 上腕骨，飯室標木 （Pl〕は共産した肩甲骨と同一個体に属することから， トド属とみな

される。Plの滑車の前内側上縁部のiii命郭が下方に湾入する点は現生トド属と共通する。遠｛立側

滑車鞍部の切れ込みは現生トド属よ りも浅く，遠位からみて 三角筋稜はキタオットセイ属程で

はないが内側にやや偏るのが本標本の特徴である。多摩川C標本（P4）は全長に対する大結節

の大きさの比率，側方からみた大結節稜の輪郭が直線的である点や三角筋結節が外側方に大き
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く突出することから，トド属 ・ キタオットセイ属とは異なり ， アシカ ），~に同定される。なお P3,

P4に共通してみられる特徴は， ①外側 ｜二笥稜が前後に部く鋭い放をなし後外側に大きく張り出

す。②三角筋粗面の遠位端がタラソレオン属程でないが， アゾカ属やトド属の現生種よりも高

い位置にある。③長さの割にほっそりしている。以上の点はアシカ属やトト属の現生種とは異

なり， キタオットセイ属現生種やタラソレオン属に類似する。ちなみに①の泊’車鞍部前後任に

対する比率をみると， トド属，アシカ属，キタオットセイ属， 飯室標本， 多摩川標本の順に小

さくなる。つまり，P3,P4の上腕骨に共通するこれらの特徴は，現生アソカ属よりも原始的な

形質である可能性がある。
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5) 榛骨 ・尺骨，飯室標本（Pl）の大きさは現生トド属雌成獣に匹敵するが，檎骨手根関節

面が）享さの割に前後に短い点では現生卜卜属雌成獣やアンカ属よりもトド属雄成獣やキタオッ

トセイ属に類似する。両者とも骨体は現生トド属よりも内外方向に薄く， 全体的にきゃしゃで

ある

a. お わりに

川崎古内に分布する 下部更新統， 飯室層から産出したアシカ属3標木， トド属1標本を記載

した。産出層準の年代は， 石灰質ナンノ化石からみておよそ 1.2Ma前後と考えられる。この時

期にはすでにアシカ属が出現していた。なお， トド属は鮮新統からの報告がある（魔回 ・久家，

1985）。

日本における前期更新世のアシカ科四肢骨化石のうち肩甲骨，上腕骨， 寛骨，仙惟などの特

徴を初めて明らかにした。トド属の飯室傑木は， 現生トド雌成獣の大きさに近いが， 全体的に

きゃしゃである点で現生種と異なる。アゾカ属の多摩川B・C標本の肩甲骨と上腕骨について，

キタオットセイ属現生種やタラソレオン属にみられ， 現生カリフォルニアアシカに比べて原始

的と考えられる形質を区別した。今後、ニホンアシカも含めてアシカ属や トド属における種内

変異をよく調べた上でこれらについて検証し， 飯室層産アシカ属化石の系統分類上の位置を考

える材料としたい。
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葉県立中央博物館の甲能直樹氏には横浜国立大学在学当時より色々と討論していただき，文献

入手に便宜を計っていただし、た。 東京大学大学院生の益田れいじ氏には中学生当時に多摩川河

床で採集された標本の公表を許可された。以上の方々に厚くお礼申し上げる。
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